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【要 旨】
本研究は，大学体育授業が学士力に与える影響を明らかにすることを目的とし，汎用的

技能と態度・志向性に焦点を当て，「授業外学習・活動」，「学生間コミュニケーション」，
「授業の楽しさ」を意図した体育授業の効果と大学生活のメンタルヘルスとの関係性が調
査された．その結果，体育授業の影響度が明らかにされ，特に「日常の大学生活」，「人と
の交流」，「人との協力」の項目で約８割の学生が「より良くなった」と回答していた．ま
た，学士力の汎用的技能と態度・志向性の調査から，「コミュニケーションスキル」，
「リーダーシップ」，「問題解決力」，「チームワーク」において体育授業の効果が示唆され
た．さらに，体育授業により改善された学士力と，「日常生活のリズム」，「学生生活の充
実感」，「自分への自信」といった大学生活のメンタルヘルスが密接に関係していることが
明らかとなった．これらの結果から，「授業外学習・活動」，「学生間コミュニケーショ
ン」，「授業の楽しさ」を意図した体育授業が，学士力の汎用的技能と態度・志向性に影響
を及ぼし，大学生活のメンタルヘルスが改善されることが示唆された．
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１．目的

中央教育審議会（以下，中教審）では，２００８
年の総会において，「学士課程教育の構築に向
けて（答申）」１２）が取りまとめられ，学士課程教
育構築の必要性と学士力が提起された．それ以
降，各大学にて学士が身につけるべき能力を育
むためのカリキュラムやシラバスが模索され始
めている．その中で，学士力への授業効果を検
証する研究は重要なものの一つであり，学士力
のどの分野の能力を育むことを目的とするのか
を明確にするためにも，実際に授業にて育まれ
る能力を把握することは不可欠であると言える．
中教審が提起した学士力は大きく分けると，
⑴ 知識・理解（文化，社会，自然等）， ⑵
汎用的技能（コミュニケーションスキル，数量
的スキル，問題解決能力等）， ⑶ 態度・志向
性（自己管理力，チームワーク，リーダーシッ
プ，倫理観，社会的責任等）， ⑷ 総合的な学
習経験と創造的思考力，の４つに分けられる．
大学における各授業は，学士力で提示されてい
るこれらの諸能力を，確実に向上させる授業の
実施が必要となる．具体的には，各授業におい
て学士力のどの分野の能力を育むことを目的と
するのかを明確にする必要がり，学士力への授
業効果を検証する研究は重要である．
一方で，学士課程における体育授業（以下，

大学体育）の主な目的としては ⑴ 大学生の体
力・運動能力の向上や生活習慣病予防などの
「健康」に関する事柄， ⑵ 「生涯スポーツ」
の観点から，大学生活及び社会における豊かな
スポーツライフの確立に関する事柄， ⑶ コ
ミュニケーション能力や社会的スキルなど「メ
ンタルヘルスの向上」に関する事柄，などが挙
げられる．
運動・スポーツ活動とメンタルヘルスに関す

る研究として，橋本ら（２００９）は運動・スポー
ツ参加が社会的スキルや他者意識などの心理・
社会的要因を媒介変数として，メンタルヘルス
が改善することを部分的ではあるものの示唆し
ている３）．また，大学生を対象とした体育授業

研究では，コミュニケーションスキルやリー
ダーシップに影響を及ぼすことが明らかにされ
ており１６）１７），中学校での体育授業ではあるもの
の，西嶋ら（２０００）の研究では，主体的問題解
決能力育成プロセスの因果構造モデルが提示さ
れている１８）．また，生涯スポーツに関する研究
では，木内ら（２００５；２００９）が「体育の宿題」
は大学生の日常活動量に好影響を与えることを
示唆し，行動科学に基づく体育授業が大学新入
生の身体活動関連要因に正の効果を持つことを
明らかにしている７）８）．さらに，中山ら（２０１１）
は大学生活のメンタルヘルスを規定する大学体
育授業の要因分析を行っており，「授業外学
習・活動」，「学生間コミュニケーション」，「授
業の楽しさ」を意図した授業を実施することで
「規則的な日常生活」，「大学生活の充実」，「自
分への自信」に好影響を及ぼすことを示唆して
いる１３）．
これらの研究を踏まえると，学士力の中で

は，特に「汎用的技能（中でもコミュニケーショ
ンスキル，問題解決力）」と「態度・志向性（中
でもチームワーク，リーダーシップ）」に大学
体育授業が好影響を及ぼし，さらに大学生活の
メンタルヘルスの向上にも寄与できるのではな
いかと期待される．しかし，これまでの大学体
育に関する研究では，前述した先行研究のよう
に間接的かつ単独的に学士力の一部分を測定し
ているものはあるが，直接的かつ複合的に学士
力に焦点を当てたものはない．また，学士力と
大学生活のメンタルヘルスとの関係性に関する
研究も存在しない．
そこで，本研究では，学士力の中にある汎用

的技能，態度・志向性の向上を意図した授業の
効果を調査し，大学生活のメンタルヘルスを調
査することで，その関連性についても明らかに
することを目的とする．

２．方法

⑴ 対象者と調査時期
対象者は，小学校・幼稚園教諭の免許，保育

士の資格取得を目指す学生１２０名（男性１５名，
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１ オリエンテーション
２ アンケート調査，レクリエーション
３ バレーボール
４ バレーボール
５ ニュースポーツ（ドッヂビー）
６ バレーボール，ドッヂビー
７ 学外授業（宿泊研修）
８ 学外授業（宿泊研修）
９ 卓球
１０ ニュースポーツ（スポレック※注）
１１ 水泳
１２ 水泳
１３ 水泳
１４ 水泳
１５ アンケート調査

表１．実施された体育授業の内容

女性１０５名）であった．なお，調査は，平成２２
年度前期授業期間（４月から７月）の始めと終
わりに実施され，調査前に回答への同意を得ら
れた者のみを対象とした．また，この調査で入
手した個人情報は，調査の目的以外に使われる
ことは決してないことを調査票の中に明記した．
⑵ 調査項目
本研究の調査はアンケートにより行われ，性

や年齢などの個人的属性の他に，「体育授業の
影響度」，「学士力関連スキル（コミュニケー
ションスキル，チームワーク，問題解決力，
リーダーシップ）」，「大学生活のメンタルヘル
ス」を測定する項目から構成されている．
１）体育授業の影響度
体育授業が及ぼす影響を直接的に測定する

ために，５項目から成る設問を作成した．回
答は「１．まったくそう思わない」「２．あま
りそう思わない」「３．どちらともいえない」
「４．ややそう思う」「５．かなりそう思う」
の５段階とした．
２）学士力関連スキル
本研究では，汎用的技能の中の，コミュニ

ケーションスキルと問題解決力，態度・志向
性の中の，チームワークとリーダーシップを
総称して「学士力関連スキル」とする．
コミュニケーションスキルについては，堀

毛（１９９４）が作成したENDE２を橋本が一
部改変したものを使用した．「解読力（４項
目）」，「適切伝達力（４項目）」，「統制力（５
項目）」の３因子１３項目から成っている．
また，チームワーク，リーダーシップ，問

題解決力については，徳永・橋本（２０１０）が
作成したスポーツ特有のポジティブ特性尺度
（ICSS）の一部を使用した．「チームワーク
（５項目）」，「リーダーシップ（４項目）」，
「問題解決力（５項目）」の３因子１４項目か
ら成っている．
３）大学生活のメンタルヘルス尺度
中山ら（２０１１）が作成した尺度を用いた．

「不規則な日常生活（６項目）」，「学業のつ
まづき（３項目）」，「学生生活の充実感の乏
しさ（３項目）」，「自分への自信のなさ（３

項目）」の４因子１５項目から成っている．
⑶ 体育授業の内容
２０１１年前期に実施された体育授業（保健体育
A）の１回目から１５回目までの内容を表１に示
す．中山ら（２０１１）の先行研究を元に，「授業
外学習・活動」，「学生間コミュニケーション」，
「授業の楽しさ」を意図した授業を実施した．
具体的には，「学生間コミュニケーション」を
促進するために，グループを授業ごとに替えた
り，学生間で作戦を立てさせたりなどの工夫を
した．また，「授業の楽しさ」については，
ニュースポーツを用いることで，スポーツ種目
の得意不得意をできる限り少なくするなど，誰
もが楽しめる工夫をした．「授業外学習・活動」
については，宿泊の学外授業の際に，授業時間
外でグループ発表のための活動の時間を促すな
どした．

⑷ 分析方法
授業介入効果を測定するために，授業開始時

と授業終了後の各因子得点に t検定を施した．
また，学士力関連スキルと大学生活のメンタル
ヘルス尺度の各因子の関連性を調査するために
重回帰分析を行った．なお，統計処理には
SPSS statistics１７．０を用いた．

３．結果

⑴ 大学体育授業の影響度
大学体育授業の影響度の結果について表２に
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授業開始時 授業終了後
t検定

M SD M SD

不規則な日常生活 １５．２ ５．３ １７．０ ５．４ P<．０１

学業のつまづき １０．５ ２．５ １０．１ ２．８ n．s．

学生生活への充実感の乏しさ ７．６ ２．３ ６．７ ２．５ P<．０１

自分への自信のなさ ７．９ ２．６ ７．１ ２．２ P<．０１

表４．大学生活のメンタルヘルスの変化

示す．顕著な結果として，５項目のすべてにお
いて，「まったくそう思わない」，「あまりそう
思わない」と答えたものが少なかった．また，
「日常生活が楽しくなった」「人と交流するよ
うになった」「人と協力するようになった」の
項目において，「ややそう思う」と答えたもの
と，「かなりそう思う」と答えたものを合わせ
ると，それぞれ８０．４％，８７．９％，７５．７％となっ
ており，約８割前後という高い割合で体育授業
の影響を受けた結果となった．
⑵ 学士力関連スキル
学士力関連スキルの授業受講前後の変化につ

いて表３に示す．授業開始時と授業終了後の各
因子得点を対応のある t検定を用いて分析した
結果，コミュニケーションスキルの３因子のう
ち解読力，適切伝達力の２因子において１％水
準で有意な向上が認められた．また，問題解決
力，リーダーシップにおいては５％水準で，

チームワークにおいては１％水準で有意な向上
が認められた．
次に，大学生活のメンタルヘルスの変化につ

いて表４に示す．授業開始時と授業終了後の各
因子得点を対応のある t検定を用いて分析した
結果，学生生活への充実感の乏しさ，自分への
自信のなさの因子において１％水準で有意な改
善が認められた．しかし，不規則な日常生活に
ついては，１％水準で有意に高い値となってお
り，悪影響を受けた結果となった．

⑶ 学士力関連スキルと大学生活のメンタルヘ
ルスとの重回帰分析結果

体育授業により影響を受けた学士力関連スキ
ルが大学生活のメンタルヘルスにどのような影
響を及ぼしているのかを検討するために，各下
位尺度得点を用い，大学生活のメンタルヘルス
４因子の各得点の変化量を従属変数，学士力関
連スキルの各因子得点の変化量の下位尺度を独
立変数とし，重回帰分析を行った結果を表５に
示す．
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１．体育の授業を通して、以前よりも日常の大学生活が楽しくなった ０．９ ２．８ １５．９ ５１．４ ２９．０

２．体育の授業を通して、以前よりも人と交流するようになった ０．９ １．９ ９．３ ５１．４ ３６．４

３．体育の授業を通して、以前よりも人と協力するようになった ０．９ ０．９ ２２．４ ４５．８ ２９．９

４．体育の授業を通して、以前よりも様々な問題に向かって努力するようになった ０．９ １１．２ ４７．７ ２９．０ １１．２

５．体育の授業を通して、以前よりも集団の中で率先して行動するようになった ２．８ １１．２ ４１．１ ３３．６ １１．２

授業開始時 授業終了後
t検定

M SD M SD

解読力 １３．９ １．９ １４．３ ２．１ P<．０１

適切伝達力 １３．８ ２．６ １４．７ ２．１ P<．０１

統制力 １７．３ ２．２ １７．５ ２．１ n．s．

問題解決力 １７．８ ３．８ １８．４ ３．５ P<．０５

リーダーシップ １１．８ ３．１ １２．２ ２．９ P<．０５

チームワーク １７．３ ３．３ １８．３ ３．２ P<．０１

表２．大学体育授業の影響度

（％）

表３．学士力関連スキルの変化
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まず，「不規則な日常生活」と学士力関連ス
キルとの回帰分析結果をみると，「リーダー
シップ」の因子において５％水準で有意な値が
認められた．次に，「学業のつまずき」では「問
題解決力」の因子において１％水準で有意な値
が得られた．「大学生活の充実感のなさ」では，
コミュニケーションスキルの因子の一つである
「解読力」において５％水準で有意な値が認め
られ，「問題解決力」，「チームワーク」の因子
でともに１％水準で有意な値がみられた．さら
に，「自分への自信のなさ」では，「適切伝達
力」，「問題解決力」，「リーダーシップ」，「チー
ムワーク」の４因子すべてにおいて１％水準で
有意な値が認められた．

４．考察

⑴ 大学体育授業の影響度
大学体育授業の効果を抽出するために，体育

授業の影響度を調査した結果，約８割の学生が
体育授業を通して「日常生活が楽しくなった」
「人と交流するようになった」「人と協力する
ようになった」と回答した．これは，今回の体
育授業が汎用的技能と態度・志向性とメンタル
ヘルスに対して高い影響力を有している可能性
を示唆しており，学士課程教育における体育授
業の必要性が示唆された．
⑵ 授業開始時と授業終了後の変化
学士力関連スキルへの効果を詳しく見てみる

と，汎用的技能においては，コミュニケーショ

ンスキルと問題解決力において体育授業の効果
が示され，態度・志向性では，チームワークと
リーダーシップにおいての効果が示された．特
にコミュニケーションスキルの中でも，解読す
る力と適切に伝達する力が向上していた．これ
は，卓球の授業においてダブルスの試合をさせ
た結果，コミュニケーションの自己評価として
解読と伝達の側面において授業の後半で向上し
たとする杉山（２００８）２０）の研究結果と一致する．
また，大学生活のメンタルヘルスの変化につい
ては，「学生生活の充実感」，「自分への自信」
で体育授業の効果がみられたが，「生活のリズ
ム」についてはマイナスの影響を及ぼす結果と
なった．生活のリズムについては，徳永ら
（２００２）２３）が生活習慣を中学，高校，大学，社
会人別に調査した結果，睡眠の規則性（消灯の
時間・睡眠時間・起床時間のずれ）において大
学生が最も低い値となったことを報告している
ことから，大学に入学したばかりの４月の時点
でみられなかった不規則な生活が，授業終了後
の７月の時点で顕著に表れたものと考えられ
る．つまり，生活のリズムが悪くなった要因と
して，体育授業によるものではなく，大学生活
に関連する様々な諸要因が日常生活のリズムを
不規則なものにしていると予想される．本研究
では，「授業外学習・活動」，「学生間コミュニ
ケーション」，「授業の楽しさ」を意図した授業
を実施したが，規則的な日常生活についての知
識においても体育授業にて提供していく必要が
あるだろう．

不規則な
日常生活

学業の
つまづき

学生生活への
充実感の乏しさ

自分への
自信のなさ

β t β t β t β t

解読力 ．００８ ．１８０ －．０１１ －．２４９ －．１０１＊ －２．３８３ ．０１３ ．３２４

適切伝達力 －．０２６ －．６３１ ．００４ ．０８６ －．０３８ －．９３０ －．１６８＊＊ －２．７１２

統制力 ．０６１ １．４４５ ．０５９ １．３９９ ．０３８ ．９３１ －．０４１ －１．０１７

問題解決力 ．０３０ ．７９０ －．１４２＊＊ －２．８３１ －．１１８＊＊ －３．１９７ －．１８５＊＊ －４．９９６

リーダーシップ －．０７５＊ －２．０７５ －．０３３ －．９０１ －．０１０ －．２７８ －．１４５＊＊ －２．９０３

チームワーク ．００８ ．２０４ －．０６０ －１．４５５ －．１５２＊＊ －３．７９７ －．１０６＊＊ －２．６５３

表５．学士力関連スキルから大学生活のメンタルヘルスを予測する回帰分析

強制投入法 β：標準偏回帰係数 *p<．０５ **p<．０１
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⑶ 学士力の各因子と大学生活のメンタルヘル
スとの重回帰分析結果

学士力と大学生活のメンタルヘルスとの関係
性を明らかにするために，それぞれの変化量を
重回帰分析にかけた結果，「リーダーシップ」
は生活のリズムと自分への自信に，「問題解決
力」は学業の問題，学生生活の充実感，自分へ
の自信に，コミュニケーションスキルの「解読
力」は学生生活の充実感に，「適切伝達力」は
自分への自信に関連していることが明らかと
なった．つまり，大学体育授業により向上し
た，リーダーシップ・問題解決力・コミュニ
ケーションスキルが，生活のリズム・自分への
自信・学業の問題・学生生活の充実感を好転さ
せていることが示唆された．島本ら（２００７）の
研究によれば，大学体育授業によるスポーツ経
験が「毎日が充実していると思う」「日々の生
活に満足感が或る」などの現状満足感の充足に
つながることが，「自尊心」「前向きな志向」な
どの個人的スキルの獲得には特に重要であると
いう因果モデルを報告している１９）．このことか
ら，本研究では，学士力の向上を意図した体育
授業により高まった「学生生活の充実感」が，
「自分への自信」につながるということが予想
される．
最後に，本研究においては，体育授業の介入

効果を示したが，対照群の設定が必要であるこ
とと，地域性や専門性などの偏り，さらに性別
による分析も必要なため，今後の研究の課題と
したい．さらに，本研究の結果は，体育授業が
学士力および大学生活のメンタルヘルス向上に
有用であることを示唆するものである．しか
し，体育授業のうち，学生に対するどの教授行
動や教材がそれらの効果を高め，促進させるの
か，また，能力や意識の相互的な関連性や因果
関係を考察するまでには至っていない．よっ
て，それらを詳細に把握する調査法の検討とと
もに，今後の研究継続上の課題としたい．

５．まとめ

２００８年に中教審から学士課程教育構築の必要

性と学士力が提起されたことを機に，学士力に
関する研究が行われ始めてきた．いくつかの先
行研究から，学士力の中では，特に「汎用的技
能（中でもコミュニケーションスキル，問題解
決力）」と「態度・志向性（中でもチームワー
ク，リーダーシップ）」に大学体育授業が好影
響を及ぼし，さらに大学生活のメンタルヘルス
の向上にも寄与できるという仮説が立てられ
た．そこで本研究では，大学体育を通した学士
力の向上とメンタルヘルスとの関係性に焦点を
当て，「授業外学習・活動」，「学生間コミュニ
ケーション」，「授業の楽しさ」を意図した介入
授業が，学士力と大学生活のメンタルヘルスに
及ぼす影響とそれらの関係性を明らかにするこ
とを目的として研究が行われた．結果をまとめ
ると以下の通りである．
１．体育授業の影響度では，特に「日常の大学
生活」，「人との交流」，「人との協力」の項
目で約８割の学生が体育授業を受講して「よ
り良くなった」と回答していた．

２．授業効果としては，学士力では，「コミュニ
ケーションスキル」，「リーダーシップ」，
「問題解決力」，「チームワーク」に対して
プラスの影響が示唆され，大学生活のメン
タルヘルスでは，「学生生活の充実感」，「自
分への自信」において正の効果が見られた
が，「日常生活のリズム」では負の効果が認
められた．

３．学士力と大学生活のメンタルヘルスとの関
係性については，「リーダーシップ」は生活
のリズムと自分への自信に，「問題解決力」
は学業の問題，学生生活の充実感，自分へ
の自信に，コミュニケーションスキルの「解
読力」は学生生活の充実感に，「適切伝達力」
は自分への自信に関連していることが明ら
かとなった．
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